戦卜輪滿 


BCL-D100WH 
BCL-D1 10BK 
BCL-D1 10WH 


本書はなくさないようにま意し、いつでも手に取って 
見ることびできるようにしてください。 
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ま全にお使いいただくために 

本製品をお使いいただく前に、本書をお読みください。 

凡例 


この安全ガイドには、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ざ、本製品を安全に 
お使いいただくために、守っていたださたい事項を記載しています。 

その表示と図記号の意味は次のよラになっています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、ほぼ間違いなく人が死 t あるいは 
重傷を負う極めて高度な危険がある内容を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負う 
可能性がある内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性がある内容を 
しています0 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、物的損害の可能性がある内容を示して 
います。 

ご使用していただく上でのを意事項、制限事項などの内容を示しまず。 


表示アイコンの説明 


本書で使用している絵文字の意味は次のとおりでず。 


Q 

「してはいけないこと」を 
示しています。 


「分解してはいけないこと」 

を示していまず。 

爆 

「水めれ禁止」を示してい 
ます。 

€) 

r 可燃性スプレーを使用し 
てはいけないこと」を示し 
ています。 


r 义気に近づけてはいけな 
いこと」を示していまず。 

(3 

「アルコールなどの有機溶 
剤や液体を使用してはいけ 
ないこと」を示していまず。 

〇 

r しなければいけないこと」 

を示しています。 

C 

「電源プラグを抜くこと」 

を示しています。 

A 

「感電の危険があること」 

を示しています。 

A 

「义災の危険があること」 

を示しています。 

A 

「やけどの危険があること」 

を示していまず。 

A 

「爆発の危険があること」 

を示しています。 


• 本書および取扱説明書の内容につさましては万全を期しておりますび、お気づさの点びございまし 
たら、ブラヴーコールセンター（お客様相談窓口）へご連絡ください。 


を睽 
ム警告 
A を意 
重要 
お願い 
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電源や機器の配線について 



A 警告 ■ 

乂災や感電、やけど、故障の原因になります。 


^電ミ原はAC100V、 50Hz または 60Hz でごイを用 
ください。 

• DC 電源またはインバーター （DC-AC 変換装置） 

を接続してのご使用は絶対におやめください。 
义災、感電の原因になりまず。本製品を接続 
するコンセントが AC 電源または DC 電源のど 
ち6かわか6ないときは、電気工事±資格を 
お持ちの方にご相談ください。 

OGAA 

. - , 

濡れた手で電源コードを抜き差ししないでくだ 
さい。感電の原因になりまず。 

Q A 

V J 

たこ足配線はしないでください。义災や感電、 
故障の原因となります。 

(S A A 

V J 

^電源コードをおくときは、コードを引っ張6ず 
にプラグの本体（金属でない部分）を持って引 
き抜いてください。义災や感電、故障の原因と 
なります。 

(S A A 

心ノ 

電源プラグは根元まで確実に差し込んでくださ 
し、义災、故障の原因となります。 

〇底 

V J 

' 電源コードを破損ずるような U 下のことをしな 
いでください。义災や感電、故障の原因となり 
まず。 

• 力□エする • 無理に曲げる 
•高温部におづける•引っ張る•ねじる 
• たばねる • 重いものをのせる • 挟み込む 
• 金属部にかける • ホり曲げをくりかえす 
• 壁に押しつける 

QAA 

本製品の電源プラグに巧体、金具を落とさないで 
ください。义災や感電、故障の原因となります。 

® 底 A 

V J 

傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しない 
でください。义災や感電、故障の原因となります。 

0 A A 

V J 

^本製品を清掃するときは、必ず（電源を OFF に 
し、）コンセントか6電源コードを抜いてくださ 
し、义災や感電、故障の原因となりまず。 

^ A A 

本製品および接続されているケーブル類に有機落 
剤（ベンジン-シンナー-除光液-芳香剤など） 

を付着させないでください。 

変形•落解して、感電や义災の危険性があります。 

A (i) A 

V J 
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A 警告 

乂災や感電、やけど、故障の原因になります。 


延長コードを使用しないで<ださい。やむを得ず 
使用する場合は、延長コードの多重配線をしない 
でください。（直接電源に接続してください。） 
义災や感電、故障の原因となりまず。 


Q A A 


電源プラグは定期的にコンセントか6抜いて、 
刃の根元、および刃と刃の間を乾いた布で清掃 
してください。電源プラグを長期間コンセント 
に差したままにしておくと、電源プラグの刃の 
根元にホコリが付着し、ショートして义災にな 
るおそれがあります。 


〇底 


A 注意 


電源プラグはコンセントに確実に差し込んでください。また、本製品の電源を完全に切るためには 
コンセントか6電源プラグを抜かなければいけません。 

緊急時に容易にアクセスできるように本製品はコンセントの近くに設置してください。 


〇 


お願い 


いつでも電源コードが抜けるように、電源コード 
の周りには物を置かないでください。非常時に電 
源コードが抜けなくなります。 


0 


電源コンセントの共用にはごを意ください。 

コピー機などの高電力機器や携帯電話の充電器と 
同じ電源コンセントは避けてください。ノイズが 
発生したり、本製品の操作に不具合を生ずること 
があります。 
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このような場所に置かないで 


A 警告 

の場所には設置しないでください。义災や感電、故障や変形の原因となります。 


水のかかる場所(台所、風呂場や力□湿器のお<な 
ど）や、湿度の高い場所には設置しないでくだ 
さい。漏電による感電、义災の原因となります。 


A A 


义気や熱器具、揮発性可燃物のお<に設置しな 
いでください。义災や感電、故障の原因となり 
まず。 


® A A 


医療用電気機器のおくでは使用しないでくださ 
い。本製品か6の電波が医療用電気機器に影響 
を及ぼすことがあり、誤動作による事故の原因 
となリます。 




急激な温度変化や湿度変化がある場所や結露の 
発生する場所には設置しないでください。漏電 
による感電や义災、故障の原因となります。 

本製品をお使いいただける環境の範囲は次のと 
お LJ です。 

温度： 5〜35で 
湿度： 20〜8096 


0 A A 


j こ、臓ぺースメーカーをご使用の方へ 

本製品か6微弱な電磁波が化ています。ム臓ペースメーカーをご使用の方は、異常を感じた6 
本製品か6離れてください。そして、直ちに、医師じご相談ください。 


〇 


本製品を]: i 下の場所に設置しないでください。义災や感電、故障の原因となります。 

•温度の高い場所、暖房設備などのお辺 
•直射日光が当たるところ 
• 調理台おくなどミ由飛びや湯気の当たる場所 

•テレビ、ラジオ、スピーカー、コタツなど磁気を含んだ機器や、磁界を生ずる機器におい場所 
• ほこりや鉄粉、湿気の多い場所 
• 風通しの悪し''場尸巧 

• 毛足の長いじゅうたんやカーぺットの上 
•力ーテンにおい場所 


0 A A 


A 注意 

故障や変形、やけど、けびの原因となります。 
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ちしちこんなとさには 


A 警告 

下記の状況でそのまま使用すると乂災や感電の原因となります。 


異常な音がしたり、煙が化たり、熱が化たり、 
異臭がした場合は、すぐに電源コードをコンセ 
ントか6抜いて、お客様柜談窓□にご柜談くだ 
さい。そのままご使用になると、义災や感電の 
原因となりまず。また、お客様による修理は危 
険でずか6絶対におやめください。 

^ A A® 


本製品を落としたり、破損した場合は、すぐに 
電源コードをコンセントか6抜いて、お客様相 
談窓□にご柜談<ださい。 

そのままご使用になると、义災や感電の原因と 
なります。 




本製品を清掃する際、可燃性のスプレーなどは使用しないでください。また、おくでのご使用もおや 
めください。义災、感電の原因となりまず。 

可燃性スプレーの例 
• ほこり除去スプレー 
• 殺虫スプレー 

• アルコールを含む陈茜、消臭スプレーなど 
• アルコールなどの有機溶剤や液体 
製品の掃陈のしかたは、ユーザーズガイド基本編をお読みください。 




分解、改造はしないでください 

修理などはお客様柜談窓□にご相談ください。 
义災、感電の原因となります。 


® A A 


义気を近づけないでください。 

义災や感電、故障の原因となりまず。 


® A A 


A 注意 


本製品に貼 6 れているラベル類（操作を示したり、製品番号が記載されたラベル）ははがさないで 
ください。 
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お願い 




' 長期間不在にするときは、安全のため電源プラグ 
をコンセントか6抜いてください。 

^ J 


落下させたり、衝擊をちえないでください。 



電波障害時の対処 

本製品のおくに置いたラジオに雑音が入ったり、 
テレビ画面にち6つきやゆがみが発生したり、 
コードレス電話の子機で通話できなくなる場合 
があります。その場合は電源コードをコンセン 
卜か6—度抜いてください。電源コードを抜く 
ことにより、ラジオやテレビなどが正常な状態 
に回復するようでした6、次のような方法を試 
みてください。 

•製品をテレビか6遠ざける 
• 製品またはテレビなどの向きを変える 
• 製品をコードレス電話の親機か6遠ざける 

〇 

^ J 


•本製品を使用ずる前に、おくで移動体識別用の 
構内無線局および特定 y」 \電力無線局が運用され 
ていないことを確認してください。 

•万一、本製品か6移動体識別用の構内無線局お 
よび特定ノ」\電力無線局に対して有害な電波干渉 
の事例が発生した場合には、混信回避のため設 
置場所を変えるなどして互いに干渉が起きない 
ようにしてください。 

〇 

V J 
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子機、巧電器の取り扱い 


A 警告 


子機を電子レンジの中に入れないでください。 
义災の原因になることがありまず。 


(S ) 店 


子機のバッテリー、充電器は必ず専用のものを 
ご使用ください。义災や感電の原因となること 
があります。 


OAA 


万一、子機や充電器の内部に水や異物が入った場合は、電源コードをコンセントか6抜き、子機の 
バッテリーをはずしてお客様相談窓□にご相談ください。そのまま使用すると、义災や感電の原因と 
なります。 


运底 A 


A 注意 


充電器の上に硬貨などの金属を置かないで < だ 
さい。やけどをするおそれがありまず。 


0 A 


子機の スピーカーには 磁石が使われています。 
鉄粉、金属片などを吸いつける可能性がありま 
すので、鉄粉、金属片の多い場所で使用しない 

でくドか, 

金属片（ホチキスの針、がびょう、針など）が 
付着していた場合は取り除いてご使用ください。 




す機の待機中は、子機の背面にあるスピーカーには絶対にちを近づけないでください。ベルが奕然 
鳴って、事故やけが、聴覚障害の原因となることがありまず。 




重要 






































本製品はデジタル信号を利用した傍受されに < 
い製品ですが、コードレス子機を使っての通話 
は電波を使用しているため、第^者が故意また 
は偶然に受信することも考え6れまず。大切な 
通話は、親機のご使用をおすすめしまず。 


移動しなが6す機を使用しているときは、使用 
場所により電波が弱い場所がありまず。雑音が 
少ない場所でご使用 < ださい。 


じ(下のような場合には雑音が入ることがあります。 

•電器製品 （0A 機器、電子レンジ、携帯電話や 
PHS の 充電器や AC アダプター など） の おく 
に設置したとき 

• 充電器や親機の電源コードと同じコンセントに 
接続したとき 


ごお所、同じマンション内で別のコードレス電 
話機を使用しているときは、通話が途切れるこ 
とがあります。 

一時的に親機をご利用ください。 


その他、下記の機器でも 2.4GHz の周波数帯の電波を使用しているものがありまず。これ6の機器の 
周辺では、声が途切れたり、使えなくなることがあります。また、相手の機器の動作に影響を与える 
ことがありまず。 

なるべく設置場所や使用場所を離してください。 

.電子レンジ、义災報知器、工場や倉庫などの物流システム、マイク□波治療器、自動ドア、自動制 
御機器、アマチュア無線局 

•ワイヤレス AV 機器（テレビ、ビデオ、パソコンなど）、無線 LAN 機器、鉄道車両や緊急車両の識別 
システム 

•ゲーム機のワイヤレスコント□ーラー、万引き防止システム（書店や CD ショップなど） 

• その他、短距離無線通信対応機器やVに S (道路交通情報通信システム）など 
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バッテリーの取り扱い 


A ち巧 


バッテリーを指定]: i かの機器に使用しないでく 
ださい。 

爆発や义災の原因となります。 


QAA 


専用の充電器をご使用 < ださい。 
爆発や义災の原因となりまず。 

〇必屋 


バッテリーを力□熱したり、义中におげ込まない 

で/ +心さし"\ 

爆発や义災の原因となりまず。 


0 A 


金属製品と一緖に保管しないでください。 
ショートし义災の原因となりまず。 


® A 


コードの被覆やビニールカバーをはがしたり、傷 
をつけたりしないでください。ショートや感電の 
原因となります。 

万一、傷つけてしまったときは使用しないでくだ 
さい。 


® A 


バッテリーは必ず専用のものをご使用 < ださい。 
爆発や义災の原因となりまず。 


〇众 A 


液漏れしたときは、ミ夜が皮膚やを服に付着した 
り、目に入6ないようにしてください。 

ミ夜が目に入ると、失明のおそれがあります。もし 
目に入った6、こず6ずにきれいな水で充分洗つ 
たあと、直ちに医師の治療を受けてください。 


SO 



温度の高いところでは充電しないでください。 




バッテリーの接続コネクタには、極性（赤/黒） 
を間違えないように入れてください。製品の故 
障の原因となります。 


Q 


バッテリーを子機か6取り化して充電しないで 
ください。 

爆発や义災の原因となります。 


Q A 


お願い 


バッテリーをはじめて使用する際に、さびや発熱、その他異常と思われることがあったときは、使用 
せずに、販売店にご連絡ください。 


〇 
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子機の操作、を意事項については、ユーザーズガイド基本編をご参照ください。 


付属品を確認ずる 


箱の中に次のものがそろっているか磕認してください。 

万一不足しているものがあったり、取扱説明書に乱了、落了があったときは、ブラザー 
コールセンター（お客様ネ目談窓 □) にご連絡ください。 



子機を巧電しましょう 


© •登録をしないと子機はご利用になれません。 

♦登録する前に、おず12時闇じ(上充電してください。 


1下図の向きにコネクタを差し込み、 
バッテリーをセツトする 


奥まで完全に差し込む 



2バッテリーカ八'—を閉める 



3電源プラグをコンセントに差し込み、子機を巧電器にセットする 


操作パネルを 
前に向けて置く 




※子機を使用していないときは、必ず充電器にセツトしてください。 


- 

バッテ U —残量び極端に少なくなっていると 
さは、充電器にセットしても[ジュウデン 
チュウ]と表示されなかったり、充電表示 
ランプび点灯しないことびありますび、しば 
らく充電すると表示されます。 
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子機を登録ずる 

(MFC-J700D/DW. J9 日日 DN/DWN 、 J960DN-B/W 、 J960DWN-B/W の場を ) 


•登録は、親機と増設するコードレス子機で行います。登録後、増設コードレス子機と 
して使用することができます。 

• 2台 U 上の増設コードレスす機を登録する場合は、1台ずつ登録してください。個時 
じ増設を行わない） 

• 子機の増設中は、他の子機を操作しないでください。 

•手順 1 の前にし些 J を押すと、子機の画面に[ツウヮケンがイ]と表示されます。その場合 
は、14ページの「子機の登録をしなおす」を行ってください。 

•増設される子機の子機番号は、登録順に1、2、3、4と設をされます。 

-増設できるコードレス子機は、親機に付属の子機を含めて4台です。 


〇 子機の cS を押す 


〕キノキパヲ 
オシテクタ、、サイ 


► 押す 


増設モード(こなります。 


オヤキノ 

ソ '' ウセツモ - 卜' 二 
ハイツテクタ、、サイ 


—化河 M - 

テ機を増設モードにしてから、2分内 
に手順2〜手順己を終えてください。 


〇 初期設定画面の【▼】/【▲】を 
押して画面をスク□ールさせ、 
【子機増設モード】を押ず 



© 子機増設モード画面の 
【増設】を押す 



© 親機の待ち受け画面の 
【メニュー】を押ず 



※画面は代表例として MFC - J 960 DN-W 
です。 

© メニュー画面の【▼】/【▲】を 
押して画面をスク□ールさせ、 
【初期設定】を押す 



-タッチパネルに【増設中】と表示されます。 
-子機の登録が正しく完了したときは、タッ 
チパネル(こ【設定しました】と2秒間表示 
され、子機増設モード(こ戻ります。 

Q 親獅禮5を押す 

待ち受け画面(こ戻ります。 


- 

I •子機の増設び正しくできなかったときは、 
親機にエラーメッセージび表示されテ機増 
設モードに戻ります。再度、登録しなおし 
てください。エラー後、 ] 分内の場合は、 
手順己から、 ] 分(上経過している場合は、 
手順2から行ってください。 

•テ機登録番号び連続していない場合は、一 
旦登録を消去してからやり直してくださ 
し、（降]己ぺージ） 
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子機を登錄ずる （ MFC - J 705 D / DW 、 J 710 D / DW の場合) 


•登録は、親機と増設するコードレス子機で行います。登録後、増設コードレス子機と 
して使用することができます。 

• 2台 W 上の増設コードレス子機を登録する場合は、1台ずつ登録してください。個時 
じ増設を行わない） 

• 子機の増設中は、他の子機を操作しないでください。 

•手順1の前に®を押すと、子機の画面に[ツウヮケンカ M ] と表示されます。その場合 
は、14ページの「子機の登録をしなおす」を行ってください。 

•増設される子機の子機番号は、登録順に1、2、3、4と設定されます。 

-増設できるコードレスす機は、親機に付属の子機を含めて4台です。 


〇 子機の （ S を押す 


〕キノキパヲ 
オシテクタ、、サイ 


rl|i 冰ロー 

C ® 押す 


増設モード(こなります。 


オヤキノ 

ソ''ウセツモ-卜'' 二 
ハイツテクタ、、サイ 


■ぶ:罰 f - 

テ機を増設モードにしてから、2分Iツ内 
に手順2〜手順己を終えてください。 


© 親機の待ち受け画面の 
【メニュー】を押ず 



《画面は代表例として MFC-J7 1 0D です。 


© D / D を押して画面を 
スク□ールさせ、 
【初期設定】を押す 



O D / D を押して画面を 
スク□ールさせ、 

【子機増設モード】を押す 



^【増割 


を押す 


増設 


登録子機を逍モ 


-タッチパネル(こ【増設中】と表示されます。 

-子機の登録が正しく完了したときは、タッ 
チパネル(こ【設定しました】と2秒間表示 
され、子機増設モードに戻ります。 

な麵の a を押す 

待ち受け画面に戻ります。 

- 

-テ機の増設び正しくでさなかったとさは、 
親機に エラー メッセージび表示されテ機増 
設モードに戻ります。再度、登録しなおし 
てください。 エラー 後、 ] 分！;(内の場合は、 
手順己から、 ] 分上経過している場合は、 
手順2から行ってください。 

•テ機登録番号び連続していない場合は、一 
旦登録を消去してからやり直してくださ 
し、（防]己ぺージ） 
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モ機を登歸ずる 

【 MFC-J 目 OOD/DW、J 郎犯 / DW 、 JS10DN/DWN、J 目日 ODN/DWN、J 目刷 N/DWN、J 郎 ODN/DWN の縣 ) 


•登録は、通信ボックスと増設するコードレスす機で行います。登録後、増設コードレ 
ス子機として使用することができます。 

• 2台 W 上の増設コードレス子機を登録する場合は、1台ずつ登録してください。個時 
に増設を行わない） 

• 子機の増設中は、他の子機を操作しないでください。 

•手順1の前に®を押すと、す機の画面に[ツウヮケンがイ]と表示されます。その場合 
は、14ページの「子機の登録をしなおす」を行ってください。 

•増設される子機の子機番号は、登録順に1、2、3、4と設定されます。 

• 増設できるコードレスす機は、通信ボックスじ付属の子機を含めて4台です。 


〇 子機の cS を押ず 


〕キノキパヲ 
オシテクタ、、サイ 


^ 「機能丄 

► Cm ) 押す 


増設モード(こなります。 


オヤキノ 

ソ''ウセツモ-卜'' 二 
ハイツテクタ'、サイ 


■ぶ罰 M - 

テ機を増設モードにしてから、2分 
内に手順2〜手順己を終えてください。 


© 通信ボックスのを押し、 
で【0.シヨキセッテ 
イ】を選び、を押す 


0.シヨキセツテイ 


© 


で【日.コキゾウセツ 
モ ー h ^'】 を選び、 Iwii ] を押す 


5. 〕キソ '' ウセツモ -r 


子機増設モード画面が表示されます。 


〇 【コキ#:1—】と【キノウ 
デゾウセツカイシ】が交互に 
表示された5、 If 能/腕 J を押す 


が # ■ I- 

《画面は付属の子機が1台の場合 
通信ボックスの画面に【ゾウセツチュウ】 
と表示されます。 

子機の登録が正しく完了したときは、通信 
ボックスの画面(こ【セッテイシマシタ】と 
2秒間表示され、子機増設モード(こ戻ります。 


© 通信ボックスのを押す 

待ち受け画面に戻ります。 

- 

-テ機の増設び正しくできなかったときは、 
通信ボックスの画面にエラーメッセージび 
表示されテ機増設モードに戻ります。再度、 
登録しなおしてください。エラー後、]分 
内の場合は、手順4から、 ] 分1；(上経過し 
ている場合は、手順2から行ってください。 

-テ機登録番号び連続していない場合は、一旦 
登録を消去してからやり直してください。 
0^1 已ぺ ージ） 
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子機の登歸をしなおず 


〇 子機を増設モードにする 

獲押す ► ► cS 押す ► 増設モードになります。 

仔機を登録ずる」の手順降を実行してください。 


巧線ま号について 


-増設コードレス子機を登録後、付属品の子機判別シールを貼りがけます。 

• 子機からの内線番号のしかた、外線の取リタぎかたはユーザーズガイド基本編を参照 
してください。 

-増設できるコードレス子機は、親機や通信ボックスに付属の子機を含めて4台です。 



《モデルをの末尾が DW または DWN の場合は、子機2台付きです。 
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増設したコードレス子機の登歸を消去ずる 


登録の消去は、親機または通信ボックスで行います。子機の登録消去を行うと増設され 
た子機は全消去され、子機増設台数は0台になります。 

- 

-あらかじめ下記の登録消去ち法を一度お読みになってから、操作を始めてください。 

-テ機の登録消去中は、他のテ機を操作しないでください。 


MFC - J 700 D / DW 、 J 705 D / DW . 
J 710 D / DW 、 J 9 日日 DN / DWN 、 
J 960 DN - B / W 、 J 960 DWN - B / W の場合 


〇 親機の待ち受け画面の 
【メニュー】を押す 

© メニュー画面の【▼】/【▲】または 
D/D を巧して画面をスク□—ル 
させ、【初期設定】を巧す 

© 初期設定画面の【▼】/【▲】または 
D / D を巧して画面をスク□—ル 
させ、【子機増設モー1^】を巧す 

〇 子機増設モード画面の 

【登録子機を消去】を押す 

タッチパネル(こ[子機増設をすべて消去 
しますか？]と表示されます。 

© 【はい】を押す 

増設した子機は全消去され、子機増設 
モード(こ戻ります。 


MFC - J 800 D / DW 、 J 805 D / DW . 
J 810 DN / DWN 、 J 850 DN / DWN . 

J 8 日日 DN / DWN 、 J 860 DN / DWN の場合 


〇 通信ボックスの I 機能/聴 j を押し、 
で【0.ショキセッテ 
イ】を選び、を押す 

n ^/ r ^ で【日.コキゾウセツ 
モード】を選び、 I 機能/耐 を押す 

© レ' 肖去/ちどる I を押ず 

通信ボックスの画面(こ[スべテショウキ 
ョ？]と [▼ スル ▲ シナイ]が<リ返 
し表示されます。 

占を押す 

増設した子機は全消去され、子機増設 
モード(こ戻ります。 
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バッテリーについて 


子機のバッテリーには、充電式ニッケル水素電池を使用しています。 
不要になったニッケル水素電池は、貴重な資源を守るためじ廃棄し 
ないで、充電式電池のリサイクル協力店にお持ちください。 

-ビニール カバーははがさないでリサイクル箱へ 
-分解しないでリサイクル箱へ 
-コード先端をテープなどで絶縁してリサイクル箱へ 



Ni-MH 
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ご住所 


電話 


ブラザー販売株式会社 

干 467-8577 さ)古屋市瑞穂区苗代巧1己-1 
ブラザーコールセンター（お客様相談窓 □) 
050-3786-7712 


保証規定 

1) 親機および本取扱説明書などのを意書にしたがった正常な状態で、保証期闇内に故障 
した場合は無償で修理します。この場合は、表記の販売店もしくは、お客様ネ目談窓 □ 
にご依頼ください。 

2) 保証期間内でち、次の場合は有償修理となります。 

•ブラザー製品じ(外の消爲品（バッテリーなど）の使用に起因して生じた本体の損傷、 
故障及び障害。 

取扱い上の不を意、誤用による故障及び損傷。 

当社又は表記の販売店 t (外による修理、改造による故障及び損傷。 

义災、天災地変又は異常電圧、公害、塩害、異物又はゴ羊ブリや虫の侵入等による 
故障及び損傷。 

ミ由煙、熱、塵、水、直射日光などの劣悪設置環境による場合 
本書のご提示がない場合 

本書の所を事項の未記入、あるいは字巧を書き替えられた場合 
接続している他の機器に起因した故障及び損傷。 

消耗部分の消耗、損傷。 

3) この保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。 

4) 故障、その他じよる営業上の機会損失は当社では補償いたしません。 

5) 本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warrantv に valid only in 」 apan . 


お買い上げ日 年月日 


販 

売 

店 

住所•店名 




電話 ( 

) 

印 


修理メモ 


保証書 


機種名 


保証期間 


BCL - D 100 WH 

BCL-DllOBK 

BCL-DllOWH 


本体1年 

(但し消耗品〈バッテリ- 
など〉 は除く） 


本書は、本書記載内容で 無償修理 （持込修理）を行うこ 
とをお約束するちのです。 

お買い上げの日から左期闇中に故障が発生した場合は、 

本書をご提示の上、 お買い上げの15売店または、下記お 

客様相談窓 □ に修理をご依頼ください。 


様 


名 

一方 

ご 


お客様 


ネこの保証書は、 ]：> (上の保証規定により無償修理をお約束するためのもので、これにより、弊社また 
は弊社] U 外の事業者に対する、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。 
























